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ま た 新 制 度 派 組 織 論 は 組 織 フ ィ ー ル ド















































図表 1 　新制度派組織論における制度の 3 支柱
規制的 規範的 認知的
服従の基礎 便宜性 社会的義務 当然性
メカニズム 強制的 規範的 模倣的
論理 道具性 適切性 伝統性
指標 規則，法律，制裁 免許，認可 普及，異種同型
正当性の基礎 法的裁可 道徳的支配 文化的支持，概念的正確性
出典：Scott（1995）

































































































































































Winter, 1982: Barney, 2002），企業の戦略的方
向 性 を 決 定 付 け る 要 因 と な る（Johnson, 
Langley, Melin, and  Whittington, 2007）。規範
や価値観が，ルーティンを通じて企業の持続的










進 展 と と も に 軋 轢 を 生 じ る 場 合 す ら あ る
（Torrés, 2005）3 ）。また，同じフランスでも安
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5 ）フランスのAOC（Appellation d’Origine Contrôlée）
が代表的な制度である。
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